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目
指
す
べ
き
本
市
の
将
来
像
を
描
き
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
今
後
10
年
間
の
取
組
を
ま

と
め
た
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
市
と
作
成
に

関
わ
っ
た
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
共
同
で
策

定
し
、「
可
能
性
を
築
く
ま
ち
」を
基
本
理
念

と
し
て
定
め
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
は
、
市
民
や
下
関
に
関
わ
る
人
た

ち
に
向
け
て
、「
誰
も
が
安
心
し
て
未
来
を
描

い
て
い
け
る
環
境
を
整
え
、
各お

の
お
の々

が
個
性
を

活
か
し
、
輝
け
る
ま
ち
を
、
下
関
で
暮
ら
す

市
民
、
活
動
す
る
人
た
ち
と
一
緒
に
築
い
て

い
き
た
い
」と
い
う
想
い
を
こ
め
ま
し
た
。

　
可
能
性
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
新
し
い

こ
と
へ
の
挑
戦
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
誰
も
が
安
心
し
て
未
来
を
描
け
る
か
」

と
い
う
こ
と
を
基
盤
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

念
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変化を追い風に、新しい視点を持ち、

かつ俯
ふ

瞰
かん

して、下関というまちを捉え直し、

住みやすい、住み続けたい、下関で挑戦したい

と思われるまちを目指していきます。

下関の土地自体が持つ 「可能性」 と、

下関に暮らす・関わる人たちの

「可能性」を築いていき、

未来へと下関を繋
つな

いでいきましょう。 

　
ま
ず
、
誰
に
と
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
で
あ
り
、
地
域
み
ん
な
で
子
育
て
を

す
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
。国
籍・性
別・年
齢・

障
害
の
有
無
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
働
く
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
の
上
で
、
何
か
歩
み
を
進
め
よ
う
、
挑

戦
を
し
て
み
よ
う
と
す
る
意
識
を
育
み
、
下

関
の
価
値
を
存
分
に
活
用
し
た
挑
戦
が
実
現

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
下
関
は
、
多
様
な
自
然
環
境
が
あ
り
、
各

地
で
育
ま
れ
た
地
域
資
源
に
よ
っ
て
、
幅
広

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
選
択
で
き
る
ま
ち
で

す
。
そ
し
て
、古
く
か
ら
海
峡
の
ま
ち
と
し
て
、

歴
史
を
動
か
そ
う
と
し
て
き
た
人
び
と
が
交

差
し
て
き
た
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
そ
ん
な
下
関
の
可
能
性
を
信

じ
て
い
ま
す
。

▶第3次下関市
　総合計画 冊子

問企画課（☎231-1480）
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　総合計画は、下関市のまちづくりの最も重要な計画です。この計画では、これからの下関市の将来像を描き、
その目標を達成するため、各分野で実施する取組の方向性をまとめています。
　第3次下関市総合計画の計画期間は2025年度から2034年度までの10年間です。

下関は「住みやすいと思う」市民の割合

下関を「自分のまちとして愛着を感じる」市民の割合

下関に「住みたい・住み続けたいと思う」市民の割合

若者（39歳以下）の

※「パブリックコメント」とは、自治体が新しい政策や計画を定めるときに、事前に市民の意見を募集する制度のこと。
※「社会減」とは、転出者が転入者を上回ることによって人口が減少すること。

2023年
基準値

2034年
目標値

社会減ゼロ

10年後の下関

基本
計画

基本
構想

③
こども
子育て
教育

⑦
安全・安心
共生・協働

④
健康・保健
福祉・医療

⑥
環境

②
交流

にぎわい
⑧

行政経営

①
産業
就業

基本
計画

⑤
都市基盤
生活基盤

市民・若者
アンケート

パブリック
コメント

総合計画
審議会

市民説明会

＋
＋

＋

基本構想を実現するために、施策の全体
的な流れを示します。各分野の課題や解
決策の方向性を明確にし、施策を進める
ための具体的な目標も設定します。

本市を取り巻く現状や課題を踏
まえ、10年後に目指す将来像に
向けて、まちづくりの基本理念
を定めました。　　 ※前㌻に掲載。

市民の声

｜第3次下関市総合計画｜ 念
　
校
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「可能性を築くまち」に
懸ける願い
　私たちが暮らすまちが「どのようなビジョンを持
ち、何を課題とし、どのように動いているのか」に、
市民として関心がありました。そして下関市の10
年間を見据えて設定する計画目標の文言が、私た
ちの想いとどれくらい重なっているかを、確かめ
たかったということもあります。
　今回策定した、まちづくりの基本理念「可能性を
築くまち」の実現に向け、ここに込められた想いが
多くの市民に共有されることで、皆さん一人ひと
りが下関市のありようやポテンシャルについて考
えるきっかけになればと期待しています。現状は
現状として踏まえつつ「自分はこう考える」という
流れ…。そうして、多様な主体とその活動が積み
重なる、その先により具
体的で下関らしいビジョ
ンが生まれればと願って
います。

若者世代の関心を高め、
参画を促す、まちづくりを
　私の役割として「Uターン移住者の気持ちや、20
歳代の若者として何を感じるか」を発言・行動しよ
うと決めました。若者の人口流出をどのように防ぐ
かなどの議論の中で、私たち委員が発言した意見が
計画案に反映されたこともあり、プロセスを踏み発
言をすれば「変わるんだ」と実感しました。
　そこで、総合計画審議会という範囲を超えて、市
民みんなで考えれば、もっと面白くなると思い、共
感してくれる仲間とともにSNSで「#パブコメしよう
ぜ」と呼び掛けたり、若者を中心としたワークショ
ップなどを開催し、少しでも意見が挙がるよう活動
しました。市民が声を挙げ、総合計画が良くなれば、
私にも市民みんなと同じ分だけ恩恵がありますから

ね。市民の皆さんが下関市
に住む自分を肯定できる
ようなまちの実現を期待
しています。

下関を
考える

❶❶ ❷❷

❶前田市長から「ワクワクするような総合計画策定を」と諮問された総合計画審議会　
❷審議会委員によるSNS発信「#パブコメしようぜ」　❸高校生17人が参加したワークショップ、パブリックコメント　
❹大学生向け説明会、パブリックコメント　❺市内8カ所で開催した市民説明会

❹❹ ❺❺

❸❸

総合計画審議会
公募委員

日下 まりあさん

総合計画審議会
公募委員

斉藤 圭祐さん


